





















































































































































































































































































































・ 袴 形 式 は ト イ レ 介 助 時 、 後 ろ の み 下 げ
ればよいので便利である。
短所
・普段着としては着脱に時間がかかり不便であ
る
・足からはく形式なのではきにくい（スカート
交換時は広げたスカートへ移乗し着用できる
巻きスカートが扱いやすいので前をオープン
ファスナーにして欲しい　　　
・腰周りのサイズがぴったりだと脇が割れて見
苦しい（サイズをを大きくし、脇が割れない
ようにする）
考察
①リューマチ・下半身麻痺の方に考案したス
カートを改良し製作した結果、試着後の不具合
AYさん：１
AYさん：１
KFさん：１
KFさん：２
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生活者としての視点からみた障がい者用衣服の考察
を早く見出せ、更なる改良につながった。
② ADL の状態から被験者自身の衣服の扱い方
や着心地、介護者も含め更衣動作における課題
を探ることができた。
③被験者の更衣動作能力からみて衣服着脱の不
便さが解決していないことがわかった。
④大きいサイズの衣服は着脱介助を行なうには
便利であるが、利用者の体に合わないので、動
きを難しくする。
⑤個別対応のオーダー衣服の必要性を感じた。
⑥言語障がい、知的障害のある利用者は聞き取
り調査が困難な為一般的な仕立屋では対応が困
難である。
⑦立位不可、振戦などの障がいが採寸の困難さ
を招き採寸の技術を要する。
⑧第３者の援助の必要性（⑥、⑦の理由）があ
り、忙しい介護現場では多くの利用者の要望に
応えた対応が難しい。
⑨利用者のおしゃれについての要望やフアッショ
ン性追及は介護負担の増加を招くことが多い
今後の課題
　今回の被験者の不具合を改良し、再度被験者
に試着依頼をする。その後の ADL 状態に応じ
た更衣のしやすい衣服の考察を試みる。
・着用者にとって着やすく介助者にとっても着
せやすい衣服の開発が必要である。
・着用者の気分の高揚を促すような衣服の提供
と着用方法を探る。
・自分の好みの衣服が着用できる工夫を目指す。
今回は障害者に焦点を当てたが、高齢者の衣服
についても本人の個性を表現でき、機能性も併
せ持った衣服の提供が少ない。高級ブテイック
は別として一般の高齢者の衣服に関して言え
ば、ジミジミとした柄のフアッション性の乏し
い衣類しか売られていない。従がって経済力、
機動力、活動力、行動力の低下している者が被
服を選択する場合手近にあるそれを着用するし
か方法がない。フアッション性のあるおしゃれ
な衣類を着用すると【いい年をして】など地域
によっては集団への受け入れがなされない場合
さえある。たとえば、母が田舎から筆者の家（岐
阜）へ遊びに来るときはおしゃれな服装でくる
が、自宅にいるときはフアッション性の乏しい
前述のような服装である。あまりの落差に笑う
と地域では俗に言われている「フアッション性
の高い衣服」を着用すると浮いてしまい、仲間
に入れてもらえないと言っていた。自分の着用
したい衣服を自分で選ぶことは着用者の自己決
定を尊重することに繋がるし、他者から注目さ
れることにより心の張りや生活の活性化に繋が
る。またそれを通して判断力や思考力の保持や
涵養にもつながる。障害を持った者も、高齢者
も身体機能が低下している人もその人らしい衣
生活が送れることは心身ともに健全な生活を送
る一翼を担うことになると思う。
終わりに
　利用者が望む衣服は介護者の介護労力増大の
原因になることが多くある。在宅介護の場合は
個人対応の為、援助を望めるが、入所施設で多
数の利用者がそれを求めた場合訴えの少ない利
用者にしわ寄せが行くことも考えられる。双方
にとってよりよいものを考案することの必要性
を痛感した。
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